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１ はじめに 

国民生活や経済社会と密接に関連する税は、私たちの暮らしや社会に欠かせない公 

共サービスを提供する国や公共団体の活動の財源であり、国の様々な制度の中でも根 

幹的なものである。 

   新学習指導要領「私たちと経済(2)国民の生活と政府の役割」では、アの(イ)の財政

及び租税の意義、国民の納税について理解することについては、「財政の歳入・歳出

における内容や現状を具体的に取り上げ…（中略）、現役世代のみならず将来世代を

も含め、持続可能な社会の形成に資することも念頭に、人々の生活を保障する国民福

祉の観点に立って行われるべきものであることを理解できるようにするとともに…

（中略）、国民が納税の義務を果たすことの大切さを理解できるように…（中略）、 

納税者としての自覚を養うことが大切である」と示している。 

租税教育を通して、税の使いみちや必要性を理解させ、少子高齢社会における社会 

保障の充実・安定化とその財源の確保の問題をどのように解決していったらよいか、 

税の負担者として自分の将来と関わらせて考えさせたい。 

２ 生徒の実態 

租税教育を実践するにあたって、税に関するアンケートを実施した。（２３人実施） 

問１ 税金について、どのようなイメージをもっていますか。 

良いイメージのもの 

    ・施設や道路を作ったり、直したりするためのもの（２人） 

・医療費や教育費などに使われている（２） 

    ・国を支えるもの(１) 

    ・必要なもの（１） 

悪いイメージのもの 

    ・高い（７） 

    ・払わされている（５） 

  ・無駄が多い（３） 

  ・偉い人が自分のために使っている（２） 

  ・面倒くさい（２） 

  ・悪いイメージ（１） 

その他 

  ・国のお金（２） 

  ・議員の給料（１) 

問２ 税金の種類について知っているものはありますか。 

 消費税（１８）、所得税（８）、酒税（５）、たばこ税（４）、相続税（２）、関

税（２）、 国税（２）、県民税、市町村税、入湯税、固定資産税 
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問１から、全体的にマイナスイメージが強いことが分かる。「桜を見る会」や「ア 

ベノマスク」、議員による収賄罪などのニュースの影響で、無駄に使っていると思っ 

ている生徒がいる。自分たちのためにどう使われているかということが理解できてい 

ないと考えられる。問２から、自分が払っていることから消費税が圧倒的に多かった。 

３ 指導にあたって 

（１）「私たちの暮らしと税」を活用する。 

（２）税の使いみちについて、正しい知識を身に付けさせ、税の必要性を理解させる。 

（３）少子高齢社会における社会保障の充実・安定化とその財源の確保の問題をどのよ 

うに解決していったらよいか、税の負担者として自分の将来と関わらせて考えさせ 

る。 

４ 学習過程 

段階 学習活動 学習の様子・指導上の留意点 

導入 １ 税金クイズ 

「私たちと暮らしの税」の表紙

のクイズ 

展開 ２ 学習課題の提示 

税金はなぜ必要なのだろうか 

３ もし税金がなかったら 

（１）平均的な家計の収支 

  を確認する。 

・４人家族（夫婦と子ども２人）の平均的な１か月

の家計の収支を提示する。 

    ※総務省家計報告2017年度より 
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（２）税金がなかったら、 

  負担がどれだけ増える 

  か確認する。 

①令和２年度の国の歳出か

  ら国民１人当たりいくら

  かを計算し、４人家族で 

１か月いくらになるかを

  計算する。 

    歳出102兆6580億円÷  

1.2億人×４人÷12か月 

    ＝285,161円 

②宮城県の令和２年度の歳

  出の県民１人当たりの負

  担を４人家族で１か月い

  くらになるかを計算する。 

    493,300円×４人÷ 

  12か月＝164,433円 

   ③ ①と②を足す。 

④時間があれば、中学生が

  ２人いる場合、教育費が 

いくらかかるかを計算す

  る。また、自分のきょう 

だいの構成についても計

  算させる。 

⑤他にも消防や警察も有料

  になったり、医療費が増 

えたり、生活に影響があ 

ることを伝える。 
・私たちの暮らしと税P5、8 

項目 共働き世帯 

収入 
  世帯主 
  配偶者 
  勤め先以外の収入 

６０８，４９７ 
４４１，１４１ 
１３７，７６７ 
 ２９，５８０ 

非消費支出（社会保険料や税金など） １１１，４５４ 

手取り収入 ４９７，０３７ 

消費支出合計 
  食料 
  住居 
  光熱・水道 
  家具・家事用品 
  被服及び履き物 
  保健医療 
  交通・通信 
  教育 
  教養娯楽 
  その他の消費支出 

３３５，８５９ 
 ７５，０４２ 
  １６，９１５ 
  ２０，３６３ 
  １０，８１９ 
  １４，８０３ 
  １１，１２５ 
  ５４，４５５ 
  ２６，７８１ 
  ３３，０８２ 
 ７２，４７４ 

その他（預貯金や生命保険、借入金返
済など）  

１６１，１７８ 

終結 ４ 感想を書く。 

５ 生徒の感想 

    ・これからの日本を支え、将来の子どもたちを育てていくために税金が必要だという 

ことが分かった。大人になって所得税を払うようになったらしっかり払う。自分に 

 払った分、将来の子どものために使えるようしっかり働きたい。 

  ・税金がないほうが負担が増えることが分かった。税金はなくてはならないものだし、 

生活していく上で大事なものだと分かった。 
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  ・税金にいいイメージはなかったけれど、生活が楽になっているのだから納めなけれ 

 ばだめだと思いました。 

  ・税金を知っているつもりになっていたけれど、分からないことが多いと思った。も 

 っと税金について知りたいと思った。 

  ・税金にはどんな働きや役目があるのか、誰のために、どう使われているのかを改め 

て考え直すことができました。なぜ、納めなければならないのかを考え、これから 

 しっかりと納めていかなければならないと思いました。 

  ・安全に暮らすために税金が必要なこと、税金がないと救急車を呼ぶのにも大金がか 

かるので、税金がないと大変だと思いました。 

  ・自分１人にもたくさんお金がかかっていたので、税金ありがとうと思った。 

  ・税金がないと道路や橋などが整備されず、安全に生活できないことが分かった。 

    ・税金の必要性は分かったが、使いみちが今のままで本当にいいのか考えることも大 

 切だと思った。 

  ・税金がないと義務教育の時でも、教科書にお金がかかるし、国が回らなくなるし、 

 払わない方が負担が増えるので、税金は必要だと思った。 

  ・税金を払っているから多く払っていると思っていた。でも、実は安くすんでいるこ 

とが分かりました。町がきれいに保てているのも税金のおかげだと思いました。 

６ 成果と課題 

○小学校のときに見た税の DVD を思い出しながら、税の必要性を考えることができ

た生徒が多かった。

○税金の使いみちを理解させることができた。

○税金が自分たちの生活にどれだけ影響があるかを考えさせることができた。

○税金に対してのイメージが悪いものから必要なものと変わる生徒が多かった。

○納税者としての自覚や税について知りたいと考える生徒が増えた。

●税金がなかったら、水道代や消防車を呼ぶお金などもう少し具体的な数字を上げら

れたほうがイメージしやすかったと思う。

●休校期間があり、進度の調整が難しかった。

●新型コロナウィルスの影響でグループ活動ができなかった。
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